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CIPへの参加動機

 友人からの誘い
一番最初のきっかけはすでにCIPに参加していた友人から
の誘い。当時怪我で部活の継続を断念したころで、新たに
夢中になれるものを探していたため、その可能性を感じて
参加を決意した。

 想像以上に学生の裁量権があったこと
実際にCIPに参加してみると想像以上に学生の裁量権があ
り、自分の提案が形になったときの楽しさや一から組織を
創っていく面白さに夢中になった。
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CIPでの活動

• CoMPAssという、阪大新入生向けの「新学期事
業」を担当する組織に所属

• 春休み期間に生協福利会館4階で新入生向けのPCや
電子辞書等教材を販売する「新入生センター」を主
に担当



CoMPAssでの取り組み・期間

2016年6月～2018年3月

運営

• 新入生センターの運営

2017年4月~2018年2月

統括

• 新入生センターの部署の統括

• 組織全体の統括



1年目の取り組み

 スタッフ研修の改善
新入生センターで働くスタッフの研修回数と内容を大幅に
変更。実際の接客に活用できる内容を多く取り入れ、接客
の質の向上と均一化を図った。

 新入生センターのレイアウト変更
お客様にとって、すべての商品がより見やすくなるよう、
新入生センターのレイアウトを考え直した。

 入学準備冊子の作成
新入生にとってより分かりやすい情報源となるよう、ペー
ジを一から作り直し、大幅に改編した。



7

1年目の取り組み

 住まい事業との連携
今まで完全に分かれていた住まい事業と連携し、新学期の
案内に繋がりを持たせた。マイルームと新入センターどち
らでも働けるスタッフを育成したことで繁忙期の助け合い
が可能となった。

 食堂部・総務部との連携
ミールプランや生協加入の研修・接客にも力を入れた。レ
イアウトに関しても話し合うことで、生命共済加入率や
ミールプラン売り上げの向上に繋がった。
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2年目の取り組み

 後輩の育成
新しく入ってきた後輩のいわば「上司」として、後輩の成
長を促進できるよう、モチベーション管理、仕事の進捗管
理などを行った。

 新入生センター部署の進捗管理
新入センター部署全体の進捗を把握し、必要に応じて自ら
の手を動かしたり、適宜指示を出したりしていった。

 組織全体の方針決定
統括メンバーの一人として、組織体制や今後の方針の決定、
新たなCIP生の採用などに携わった。
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CoMPAssでの成果

新入生センター売り上げ実績（台数/件数）

商品 2016年度 2017年度 ２018年度

Let’s note 930 1,034 1,024

Mac book 147 174 236

電子辞書(文系) 430 411 299

電子辞書(理系) 635 597 580

電子辞書(医) 28 18 21

PC講座 377 491 626
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CIPで得た学び

• 普通の学生アルバイトと異なり、かなり大きな裁量権を持って働かせ

てもらったことで、その大変さや責任の重さ、また、うまくいったと

きの面白さを感じた。さらに、資料作成や会議進行等、社会人になっ

ても必要となるスキルもこのCIPで身に付けることができた。

リアルな

「働く」

• 新入生センターの運営や組織構築等、どの仕事内容においても経済

的価値を出せているのかを意識するようになった。学生の立場でこ

のような視点を持てたことは大きな強みになったと思う。
事業目線

• 新入生センタースタッフや後輩のマネジメントを通じて、自分なり

に試行錯誤できたのではないかと思う。自分が能力を身に付ける以

上に大変なことであり、答えがない取り組みだが、学生のうちに経

験出来て良かった。

マネジメ

ント
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CIP参加前後の変化

• バックグラウンドも働き方も違うメンバーと一緒に働いたことで、多

様な価値観を知り、より多角的な視点を身に付けることができた。

視野の広

がり

• 目の前にあることをやるのに必死だった頃に比べ、ゴールを見据え

て今やるべきことを考える力、年間を通じて計画を立てる力が身に

ついた。

俯瞰的な

物事の見

方

• CoMPAssで働く前は「みんなの先頭に立って引っ張っていける人」

を理想のリーダー像として考えていたが、CIPでのリーダー経験から

「周りの人が楽しみながら最大限力を発揮できる環境を作れる人」

が理想のリーダー像であると思えるようになった。

理想の

リーダー

像の変化
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CIPでの活動とキャリア選択

• CIPでの活動が、将来自分がどのように働きたいか
を考えるきっかけになった

• CIPでの活動が「自分の長所短所は何なのか」「ど
のようなときに頑張れるのか」等自分自身を理解
することに繋がった

• 就職活動では自分自身について理解できていた分、
それをうまく言語化することができた

• 就職活動での「学生時代頑張ったこと」でCIPでの
経験を話すことができた

CIPでの

経験
自己理解 内定
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後輩へのメッセージ

大学生時代の4年間にはものすごくたくさんの可能性
と選択肢があると思います。

必ずしもCIPをやるべきだとか、就活のために頑張ら
ないといけないとは思いません。

ただ、自分がやりたいことを自由にやってもらえれば
と思いますし、その選択肢の一つとしてCIPの存在を
知ってもらえれば嬉しいです。

すでにCIPに参加している皆さんは、CIPを十分に活
用し、充実した大学生活を送ってください。

CIPが阪大生の可能性を広げることを願っています。


